
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
や
植
樹
に
参
加

「
こ
の
自
然
を
守
ら
な
け
れ
ば
観
光
客
増

加
は
望
め
な
い
」
と
石
垣
市
観
光
交
流
協

会
の
宮
平
康
弘
前
会
長
は
「
環
境
な
く
し

て
観
光
な
し
」
を
訴
え
続
け
た
。

　
中
山
義
隆
石
垣
市
長
も
「〝
癒
し
の
島
〞

を
守
ら
な
け
れ
ば
」
と
、
島
の
若
者
と
共

に
オ
ニ
ヒ
ト
デ
駆
除
の
た
め
に
海
に
潜

る
。

　
石
垣
島
で
は
３
月
５
日
の
サ
ン
ゴ
の
日

か
ら
１
週
間
を
「
サ
ン
ゴ
ウ
ィ
ー
ク
」
と

定
め
て
、
ビ
ー
チ
の
清
掃
や
植
樹
な
ど

環
境
保
全
と
美
化
活
動
を
続
け
て
来
た
。

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
は
、
サ
ー
フ
ァ
ー
の
海

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
か
ら
始
ま
り
、
官
民

一
体
、
観
光
客
も
参
加
し
て
の
活
動
に
発

展
。今
も
毎
月
５
日
に「
海
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ビ
ー
チ
清

掃
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　
島
北
部
の
平
久
保
半
島
の
森
に
群
生
す

る
サ
ガ
リ
バ
ナ
も
貴
重
な
島
の
宝
だ
。
夜

に
開
花
し
、
夜
明
け
と
共
に
散
る
幻
の
花

の
群
落
を
未
来
に
残
さ
な
け
れ
ば
と
、
地

元
に
保
存
会
も
生
ま
れ
た
。
旅
行
者
の
植

樹
も
可
能
だ
。
ウ
ミ
ガ
メ
繁
殖
地
帯
の
保

全
活
動
も
始
ま
っ
た
。
ビ
ー
チ
の
清
掃
や

植
樹
に
参
加
す
る
こ
と
で
原
風
景
を
守
る

お
役
に
立
て
る
。
観
光
の
あ
り
方
の
ひ
と

つ
と
し
て
注
目
し
た
い
。　

国立石垣島天文台は日本で唯
一一般に公開。土星の輪が
はっきり見えた

平久保の森の入
口付近に自生する
サガリバナ。奥に
は4万本以上の自
生群落が発見され
た。下の写真は真
夜中に開花、夜明
けと共に散る、幻
の花、サガリバナ

文
・
撮
影
／
大
野
尚
子
（
旅
行
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
）『
月
刊
ア
ジ
ア
倶
楽
部
』

元
編
集
長
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
関
西
ラ
ジ
オ

ワ
イ
ド
」
の
〈
ア
ジ
ア
旅
情
報
〉
を

17
年
間
担
当
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演
中
。

日
本
旅
の
ペ
ン
ク
ラ
ブ
理
事
、
日
本

ベ
ト
ナ
ム
経
済
交
流
セ
ン
タ
ー
顧
問
、

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
講
師
。

２
０
１
０
年
よ
り
ソ
ウ
ル
観
光
広
報

名
誉
記
者
、
台
湾
埔
里
親
善
大
使
、

韓
国
安
東
観
光
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
。『
ベ

ト
ナ
ム
家
庭
料
理
入
門
』(

農
文
協)

、

『
薬
食
の
す
す
め
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
）
な
ど

共
著
書
多
数
。
イ
ベ
ン
ト
・
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
も
多
忙
。

石垣島 沖縄県

西表石垣国立公園の川平湾。

環境の変化でサンゴの死滅が

心配されるがグラスボートに

乗れば色鮮やかな熱帯魚や巨

大サンゴを確認できる

旅行者も一緒に漂着ゴミや漁具などを拾い集め

る

「島の野草の9割
は薬草」と島のお
ばあ。ツルムラシ
キはニンニク炒め
で

市蝶のオオゴマ
ダラ。パンナ森
林公園で
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